
船舶事故等調査報告書 

平成２４年３月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１函第３２号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２３年８月７日（日） ０７時４０分ごろ 

発生場所 北海道室蘭市室蘭港 

 室蘭港南防波堤灯台から真方位２４８°５００ｍ付近 

（概位 北緯４２°２０.９′ 東経１４０°５６.７′） 

事故等調査の経過  平成２３年８月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事務所）

を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。  

事実情報 

 船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ プレジャーボート 海人
かいと

Ⅰ、５トン未満 

   ２００－２２９１０北海道、有限会社道南海洋企画 

Ｂ プレジャーボート ＭＩＹＡＢＩ
み や び

金星
きんせい

丸、５トン未満 

   ２０２－５００８北海道、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型船舶操縦士 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型船舶操縦士 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人 

 損傷 Ａ 船首部外板に擦過傷 

Ｂ 船尾部左舷側外板に小破口 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか１人が乗り組み、室蘭港を南西進中、Ｂ船は、船長Ｂ

が１人で乗り組み、室蘭港で船首を南方に向けて漂泊して魚釣り中、平成２

３年８月７日０７時４０分ごろ、室蘭港第３区において、Ａ船の船首とＢ船

の左舷船尾とが衝突した。 

 船長Ａは、前路の適切な見張りを行わなかったため、Ｂ船に気付かなかっ

た。 

 船長Ｂは、漂泊して右舷方を向いて魚釣り中、エンジン音に気付いたが、

付近で漂泊している釣り船が発したものだと思ったため、左舷方を振り向く

ことがなく、Ａ船の接近に気付かなかった。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風力 １、風向 南、視界 良好 

海象：海上 平穏 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

Ａ船は南西進中、Ｂ船は船首を南方に向けて

漂泊中、室蘭港第３区において、両船が衝突し

たものと考えられる。 

 船長Ａは、前路の適切な見張りを行わなかっ

たことから、Ｂ船に接近していることに気付か

なかったものと考えられる。 

 船長Ｂは、機関音に気付いたが適切な見張り

を行わなかったことから、Ａ船の接近に気付か



なかったものと考えられる。 

原因  本事故は、室蘭港第３区において、Ａ船が南西進中、Ｂ船が漂泊して魚釣

り中、両船が適切な見張りを行わなかったため、両船が衝突したことにより

発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

 ・漂泊中も周囲の見張りを適切に行うこと。 

 

 




